
品目追加や拡大の安心確保

収入保険には昨年から加入しています。近年は、自然災害や
獣害の発生などにより被害を受けることが多く、水稲と野菜両
方の補償があることが加入の決め手になりました。
水稲や白ネギ、アスパラガスなどの野菜を合わせて約49㌶栽

培しています。これまでは、米と野菜どちらかの収入が悪くて
も、もう一方が支えになりましたが、昨年は新型コロナで両方
とも影響を受けました。売り上げが減少しましたが、補填して
もらえて安心しました。加入していて良かったです。
栽培以外に、研修生の受け入れや就農を目指す人の支援も

行っています。従業員の雇用体制と収入を安定させるため、面
積を拡大し、周年栽培できる野菜を増やしてきました。11月に
は、収穫時期だけ農作業経験のある外国人を雇用する取組みを
導入予定です。
ホテルやＪＡに出荷しています。出荷先の要望で新しく野菜

を栽培する場合や規模を拡大するときなど、収入保険に加入し
ておくと心強いです。
▷水稲25㌶、野菜14.5㌶、麦９㌶
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